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1 は じめに

増え続ける文書を効率的に 検索し活用するために 、

対象と する分野ごと の メタデータや統制語の 重要性が

高まって いる。例えば 、複数科目の 関連や整合性を調

べたり、異な る組織間で の カリキュラムの 比較をする

ために は 、それぞれの 分野の 基本的用語が必要と な る。

文献 [5, 6] で は 、カリキュラムの 分類や分析の ための

システムが述べられて いる。情報処理学会に おいて も

カリキュラムの 枠組を記述するための キーワードの 検

討が行な われて いる [3]。

専門用語の 構築に ついて は 、人手に よるもの や組織

的な 取り組みの 他に 、自動的抽出を試みる研究も多数

ある。例えば 、[4] で は 比較的長い一つの 文章から重

要語を抽出して いる。[7] で は 、文章その もの の 代わ

りに 書籍の 索引を利用する方法を提案して いる。この

ような 専門性の 高い少数の 書籍を利用する代わりに 、

短い大量の 文書群を対象と する研究 [1, 9]もある。

分野ごと の 専門用語の リストその もの よりも用語間

の 関連がより重要と な って いる。建築や製造の 分野限

定の オントロジーの 構築事例が報告されて いる。また、

医学・生物学分野を対象と したシソーラス構築プロジェ

クトも進められて いる。類似語の ように 対称性の ある

関連だけで な く、二つの 単語の 上位下位関連が多数の

専門用語に ついて 確定で きれば 、その 分野の 構造を表

すオントロジーと 見な すこと がで きる。

本稿で は 、Web で 公開されるシラバス文書群を対

象と して 、それらに 現れる単語の 文書頻度を使って 専

門性の 高い用語抽出を行な い、さらに 、用語間の 上位

下位関連の 抽出を行な う方式を提案する。

2 文書頻度を用いた概念グラフ構成アルゴリズム

U を文書の 全体集合、Dをその 部分集合、w, vを二

つの 単語と する。単語wを含むD中の 文書集合、な ら

びに w と v の 両方を含む文書集合をそれぞれ D(w)、

D(w∗v) と 表し、それらに 含まれる文書数を df(w, D)、
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df(w ∗ v, D) と 表す。ある単語 wを決めたと き、D の

範囲で 単語 uがw に 関連する特徴語で あると は 、vを

含む文書の 過半数に wが現れること と 定義する。すな

わち、df(w ∗ v, D)/df(v, D) > 0.5 と な ると き、v は

w に 関連する特徴語と 考える。単語 u と v が df(u ∗

v, D)/df(v, D) > 0.5かつ df(u, U) > df(v, U) と いう

関係を満たすと き、「 文書頻度の 観点から u は D の 範

囲で v の 上位で ある」 と いうこと に する [2]。概念グ

ラフは 、単語をノードと して 、上位の 単語と 下位の 単

語の 組をエッジと する有向グラフで ある。ただし、上

位下位の 単語を全て 繋いで しまうと エッジが複雑に な

り全体像が分からな くな るの で 、ある単語 uよりも上

位の 単語の 中で 、上位下位の 関係に ついて 極小な 単語

の みに ついて エッジをつける。ある単語 w の 概念グ

ラフは D と して U の 中で wを含む文書全体と したと

き、D の 範囲で w に 関連する特徴語に ついて の 上位

下位関連を表すグラフで ある。

非対称的な 単語間の 上位下位関連に ついて 、[10] で

は 、専門用語を頻度に 応じて 階層化し、隣接する階層

間で 類似する二つの 単語を繋ぐこと に よるシソーラス

構築法が述べられて いる。本稿と 同様な 尺度を用いる

研究と して [8]があるが、df(u ∗ v, D)/df(v, D) の 値

を最大と する u, v 間に エッジをつける。これらと 本方

式と の 比較は 別途発表予定で ある。

3 実験と 評価

本発表で 概念グラフの 構成に 使ったの は 国内の 大学

で 公開されて いるシラバスページ群で ある。図 1 は 、

ある大学の 「 自然言語処理」 と いう科目の シラバスで

ある。これまで の 研究で 291サイトから収集済みの 合

計 32875 個の シラバスファイルを利用した。

これらの ファイル群に ついて キーワード検索を実現

し、与えられたキーワードを含むシラバスと それらの

シラバス群に 特徴的な 単語を抽出し、さらに 単語群の

上位下位関連を求めた。例えば 、「 オートマトン」 と

いうキーワードを含むシラバスは 45件あり、5個以

上の シラバスに 出現する特徴語と して 下の 24 個が抽

出された。単語の 後の 括弧内に 数は その 単語含むシラ

バスの 個数で ある。その 中の 、基礎離散数学、順序集

合、情報解析学、小倉久和、離散関係は オートマトン

の 話しも少しは 含まれる広い数理情報の 入門的な 講義

の シラバスに おける関連語で あった。実際、基礎離散
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図 1: シラバス例（ 自然言語処理）

数学を含まな いシラバスに 制限すると それらは 関連語

に は な らな かった。ちな みに 、「 ロフト」 は 「 ホップ

クロフト」 の 一部と 考えられる。

オートマトン (45),形式言語 (16),文脈自由文法 (11),

非決定 (8),帰納的関数 (8),正規表現 (8),正規文法 (7),

Automata(7),チューリング (7),正規言語 (6), 基礎離

散数学 (6),決定性 (6),順序集合 (6),文脈自由言語 (6),

プッシュダウンオートマトン (6),情報解析学 (6),Ull-

man(6),小倉久和 (6),ロフト (6),ホップクロフト (6),

非決定性有限 (6),離散関係 (6),Chomsky(5),プッシュ

ダウン (5)

図 2: 「 オートマトン」 に ついて の 概念グラフ

図 3: 「 オートマトン – 基礎離散数学」 に ついて の 概

念グラフ

図 2 は 、これらの 単語の 関連の 上位下位の 関連を表

す概念グラフで あり、左側が上位、右側が下位と な っ

て いる。これだけの 文書数で あって も、上位下位の 関

連は 妥当な もの に な って いこと が図 3 の ように 確認で

きた。
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